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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 9日 (2005.8.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 周 面 に 第 一 の ね じ 溝 を 有 す る ね じ 軸 と 、 こ の ね じ 軸 に 形 成 さ れ た 第 一 の ね じ 溝 に 対 向
す る 内 周 面 に 第 二 の ね じ 溝 を 有 す る ナ ッ ト と 、 前 記 第 一 及 び 第 二 の ね じ 溝 間 に 転 動 自 在 に
配 設 さ れ た 複 数 の ボ ー ル と を 備 え 、 前 記 ね じ 軸 及 び 前 記 ナ ッ ト が チ タ ン 合 金 製 で あ り 、 且
つ 、 前 記 ボ ー ル が セ ラ ミ ッ ク ス 製 で あ る ボ ー ル ね じ に お い て 、
　 前 記 ナ ッ ト が 、 予 圧 調 整 用 の 間 座 を 間 に 挿 入 し た 第 一 の ナ ッ ト と 第 二 の ナ ッ ト と か ら 構
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 間 座 が 、 チ タ ン 合 金 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 間 座 が 、 異 な る 二 種 類 以 上 の 材 料 を 軸 方 向 に 重 ね 合 わ せ て 構 成 さ れ て い る と と も に
、 当 該 間 座 全 体 で の 軸 方 向 に お け る 線 膨 張 係 数 が チ タ ン 合 金 と 同 等 と な る よ う に 、 前 記 材
料 の 軸 方 向 に お け る 厚 み が 調 整 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ボ ー ル ね じ
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 間 座 を 構 成 す る 前 記 材 料 は 、 チ タ ン 合 金 と ア ル ミ 合 金 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ に 記 載 の ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 間 座 を 構 成 す る 前 記 材 料 は 、 チ タ ン 合 金 と セ ラ ミ ッ ク ス で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ に 記 載 の ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 間 座 を 構 成 す る 前 記 材 料 は 、 セ ラ ミ ッ ク ス と ア ル ミ 合 金 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ に 記 載 の ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ７ 】



　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 前 記 間 座 を 構 成 す る 前 記 材 料 は 、 チ タ ン 合 金 と ア ル ミ 合 金 で あ る よ う に し て も
よ い 。
　 ま た 、 前 記 間 座 を 構 成 す る 前 記 材 料 は 、 チ タ ン 合 金 と セ ラ ミ ッ ク ス で あ る よ う に し て も
よ い 。
　 さ ら に 、 前 記 間 座 を 構 成 す る 前 記 材 料 は 、 セ ラ ミ ッ ク ス と ア ル ミ 合 金 で あ る よ う に し て
も よ い 。
　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の ボ ー ル ね じ に お け る 間 座 を 、 チ タ ン 合 金 と 、 ア ル ミ 合 金 或 い は セ ラ ミ
ッ ク ス と か ら 構 成 す る 場 合 に は 、 ア ル ミ 合 金 或 い は セ ラ ミ ッ ク ス の 厚 さ を 、 チ タ ン 合 金 よ
り も 薄 く す る こ と で 、 間 座 全 体 と し て の 線 膨 張 係 数 を チ タ ン 合 金 の 線 膨 張 係 数 に 近 づ け る
こ と が 好 ま し い 。 こ の こ と に よ っ て 、 ボ ー ル ね じ の 使 用 条 件 に よ り ボ ー ル ね じ 温 度 が 変 化
し た 場 合 で あ っ て も 、 予 圧 調 整 時 の 予 圧 量 を 保 持 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の と き 、 チ タ
ン 合 金 よ り も 薄 く 形 成 し た ア ル ミ 合 金 或 い は セ ラ ミ ッ ク ス の 間 座 の 厚 み に よ っ て 予 圧 調 整
を 行 う よ う に す れ ば 、 難 削 材 で あ る チ タ ン 合 金 を 加 工 す る 場 合 に 比 べ て 、 大 幅 に 低 コ ス ト
で 予 圧 調 整 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
　

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 に お け る ボ ー ル ね じ に よ れ ば 、 そ の 構 成 部 品 で あ る 間 座 ２ ３ 及 び キ ー 材
８ を 、 ア ル ミ 合 金 も し く は 非 磁 性 Ｓ Ｕ Ｓ か ら 構 成 し た こ と に よ っ て 、 さ ら に 厳 し い 耐 食 性
及 び 非 磁 性 が 要 求 さ れ る 環 境 下 で 用 い ら れ る 機 械 装 置 に お い て 、 好 適 に 用 い る こ と が 可 能
と な る 。
（ 実 施 例 ２ ）
　 本 実 施 例 に お け る ボ ー ル ね じ は 、 実 施 例 １ で 示 す ボ ー ル ね じ に お い て 、 間 座 ２ ３ 及 び き
ー 材 ８ を チ タ ン 合 金 か ら 構 成 し て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
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前 記 第 一 の ナ ッ ト と 前 記 第 二 の ナ ッ ト と が 、 キ ー 材 に よ っ て 一 体 に 固 定 さ れ て お り 、 前
記 キ ー 材 が チ タ ン 合 金 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に
記 載 の ボ ー ル ね じ 。

さ ら に 、 本 発 明 の ボ ー ル ね じ に お い て 、 前 記 第 一 の ナ ッ ト と 前 記 第 二 の ナ ッ ト と が 、 キ
ー 材 に よ っ て 一 体 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 キ ー 材 が チ タ ン 合 金 製 で あ る こ と が 好 ま し い 。

ま た 、 本 発 明 の ボ ー ル ね じ に よ れ ば 、 第 一 の ナ ッ ト と 第 二 の ナ ッ ト と を 一 体 に 固 定 す る
キ ー 材 も チ タ ン 合 金 製 と す る こ と で 、 さ ら に 厳 し い 耐 食 性 及 び 非 磁 性 が 要 求 さ れ る 環 境 下
で あ っ て も 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。

実 施 例



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 例 に お け る ボ ー ル ね じ に よ れ ば 、 間 座 ２ ３ を 、 窒 化 珪 素 系 セ ラ ミ ッ
ク ス か ら な る 第 一 の 間 座 ２ ３ Ａ と 、 ア ル ミ 合 金 か ら な る 第 二 の 間 座 ２ ３ Ｂ と か ら 構 成 し 、
第 一 の 間 座 ２ ３ Ａ の 厚 み Ｗ １ と 第 二 の 間 座 ２ ３ Ｂ の 厚 み Ｗ ２ と を 調 整 し て 間 座 ２ ３ 全 体 の
軸 方 向 に お け る 線 膨 張 係 数 を チ タ ン 合 金 の 線 膨 張 係 数 と 略 等 し く す る こ と に よ っ て 、 ボ ー
ル ね じ の 使 用 条 件 に よ り ボ ー ル ね じ 温 度 が 予 圧 調 整 時 と 比 べ て 変 化 し た 場 合 で も 、 予 圧 調
整 時 の 予 圧 量 を 保 持 す る こ と が 可 能 と る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ボ ー ル ね じ に よ れ ば 、 間 座 を 、 チ タ ン 合 金 製 と す る こ と に よ っ て 、 ボ ー
ル ね じ の 使 用 条 件 に よ り 予 圧 調 整 時 と 比 べ て ボ ー ル ね じ 温 度 が 変 化 し た 場 合 で あ っ て も 、
予 圧 調 整 時 の 予 圧 量 を 保 持 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 さ ら に 、 本 発 明 の ボ ー ル ね じ に よ れ ば 、 間 座 を 、 異 な る 二 種 類 以 上 の 材 料 を 軸 方 向 に 重
ね 合 わ せ て 構 成 す る と と も に 、 当 該 間 座 全 体 で の 軸 方 向 に お け る 線 膨 張 係 数 が チ タ ン 合 金
と 同 等 と な る よ う に 、 材 料 の 軸 方 向 に お け る 厚 み を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 ボ ー ル ね じ の
使 用 条 件 に よ り 予 圧 調 整 時 に 比 べ て ボ ー ル ね じ 温 度 が 変 化 し た 場 合 で あ っ て も 、 予 圧 調 整
時 の 予 圧 量 を 低 コ ス ト で 保 持 す る こ と が 可 能 と な る 。
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な

ま た 、 本 発 明 の ボ ー ル ね じ に よ れ ば 、 第 一 の ナ ッ ト と 第 二 の ナ ッ ト と を 一 体 に 固 定 す る
キ ー 材 も チ タ ン 合 金 製 と す る こ と で 、 さ ら に 厳 し い 耐 食 性 及 び 非 磁 性 が 要 求 さ れ る 環 境 下
で あ っ て も 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
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